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申請者の研究グループは，これまでに日本海沿岸東北自動車道（日沿道）の延伸工事（金浦

－象潟）にともない出土した埋もれ木を試料に，埋没年代の確定を行うとともに，樹種識別に

よりクリ，コナラ節，ケヤキ，ブナ属，トチノキ，アサダ，スギを埋没木として同定した。ま

た，鳥海山埋没のスギ材は「神代スギ」として知られ，和室の内装材や工芸品として広く利用

されてきたが，化学組成や強度特性，材色などを詳細に評価することで，神代スギが木質材料

として利用可能であり，大きな価値を有することの要因を明らかにした 1-4)。 

今回，新たに多くの埋もれ木がにかほ市畑地区で見つかった 5)ことから，これら埋没木の調

査を新たに実施した。以下に，得られた結果の概要を示す。 

1) 埋没木の年代確定 

埋没木の中から選定したスギ埋没木について年輪年代学的解析により暦年代を明らかにし

た。樹皮直下の年輪が残存する複数の試料において，最外年輪の年代が紀元前 466 年であった。

従って，一連の埋没木は鳥海山の山体崩壊に起因することが確実と判断した。 

2) 埋没木の樹種 

 日沿道の延伸工事に伴う調査では，スギ埋没木は軸方向が短い材や幹材部が割裂したものが

多く，スギ材自体の割合が少なかった。一方，今回の調査では 7 m を超える長尺のスギ材，樹

皮が付着し外観の損傷が少ないスギ材，スギ根株などが認められ，比較的にスギの割合が高い

結果であった。総じて，埋没材の強度特性は良好であり乾燥に伴う変形挙動が現生材と同等で

あることから，材質の劣化は少ないものと判断した。 
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※本様式にて提出の内容は当該年度中に各ジオパークの Web でそのまま公開いたします。 

埋没木の樹種同定の結果，スギ，クリ，ケヤキ，トチノキ，カツラ属，ブナ属，モクレン

属が同定された。尚，カツラ属とモクレン属は，日沿道の調査では認められなかった樹種で

ある。 

3) スギ埋没木中における鉄の化学状態 

 埋没木中に高濃度で含有されていることの多い鉄は，その色調に大きな影響を及ぼすと考

えられている。そこで，色調の異なるスギ埋没木（別個体）を試料とし，鉄の化学状態，特

に酸化状態について検討した。 

 メスバウアースペクトルから，それぞれのスギ埋没木で高スピン Fe3+と Fe2+が検出された。

特に，Fe2+の検出は，鳥海山麓から出土した埋没木において初めての事例である。この結果は，

埋木の色調が鉄の化学状態に影響されるということを示すとともに，土壌から樹木への鉄の

移動機構について重要な情報を与えてくれることが期待された。 

4) 加工痕のあるスギ埋没木の考古学的調査 

 畑地区の調査において，スギ埋没木に切断や打ち割り等の加工が認められたことから，形

状の異なる根株材を調査し，その加工工程や埋没スギ試料群の意義について検討した。 

 根株材の寸法測定や鉄斧による加工痕の観察等から，埋没スギの加工が 5 工程に復元でき

ることが推定できた。また，埋没材の出土状況等から，頑丈な鉄斧と打ち割りによる加工方

法が用いられたことの理由についても考察できた。 

 今後，関係する史料の調査や，国内に点在する加工された埋没材との比較を通して，木材

加工史における鳥海山神代スギの位置づけを検討していく予定である。 
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